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２・３ 平成22年度決算認定
４・５ ９月定例会で決めたこと
８～13 村の姿勢を問う

16 追跡シリーズ17　あの問題は今

イーグルポイント市長一行が来村
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村税
11億7,411万２千円

25.7％

諸収入
１億2,947万８千円

2.8％

地方交付税
16億4,506万８千円

35.9％

県支出金
３億6,110万２千円

7.9％

自主財源
32.9％依存財源

67.1％

繰入金…5,014万３千円・1.1％

その他…5,682万６千円・1.2％

交付金…
　１億2,802万１千円・2.8％

村債…
　２億8,464万４千円
　6.2％

地方譲与税…
　１億3,504万円
　3.0％

国庫支出金
　５億1,631万５千円
　11.3％

繰越金…9,645万４千円
　2.1％

一
般 

会
計

歳入
総額

　昭和村の一般会計及び特別会計の決算は、単年度収支において黒字となり、適正な財政運営がな

されている。公債費は、毎年減少しており堅実な財政運営が行われているが、厳しい状況に変わり

なく、３・11東日本大震災、原発事故等で財政も安定しない状況にあり、効率のよい財政運営で健

全化に努めなければならない。

45億7,720万3千円
（前年度比7.5％増）

歳入

国民健康保険特別会計    
歳入総額 11億1,774万３千円
歳出総額 10億2,380万３千円

老人保健特別会計
歳入総額 21万８千円
歳出総額 21万８千円

簡易水道事業特別会計　　　　
歳入総額 １億1,197万２千円
歳出総額 9,919万９千円

農業集落排水事業特別会計  
歳入総額 ３億3,195万８千円
歳出総額 ３億1,094万３千円

介護保険特別会計        
歳入総額 ５億7,643万４千円
歳出総額 ５億5,795万１千円

後期高齢者医療特別会計        
歳入総額 6,731万２千円
歳出総額 6,672万１千円

20年度 21年度 22年度
財政力指数
　 地方公共団体の財政力を示す指数
　 １を超えると普通交付税が交付され
ない

0.396 0.412 0.430

経常収支比率
　 財政構造の弾力性を判断するための
指数
　 経常的支出に対し経常的収入財源が
充てられている割合を示したもの

86.8 84.6 77.2

公債費比率
　 公債費に充てられる一般財源の額の
標準財政規模に占める割合で10％を
超えないことが望ましいとされる

6.9 5.0 4.3

実質公債費比率（債務負担行為含む）
　 標準的な収入（標準財政規模）に占め
る実質的な公債費（借金返済額）の割
合で低いほどよい

15.7 13.9 12.4

財政運営の状況
特別会計
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人件費
６億8,658万２千円

16.1％

補助費
７億7,782万２千円

18.3％

扶助費
４億211万４千円

9.4％

普通建設事業費
６億1,200万９千円

14.4％

公債費
３億4,787万８千円

8.2％

物件費
５億2,542万２千円

12.3％

繰出金
５億174万２千円

11.8％

義務的経費
33.7％

投資的経費
14.7％

その他経費
51.6％

維持補修費…
　8,024万６千円・1.9％

災害復旧事業費…
　1,127万２千円・0.3％

積立金…
　３億1,238万５千円・7.3％

一
般 

会
計
42億5,747万2千円

（前年度比7.3％増）

８
月
22
日
か
ら
24
日
ま
で
の
３
日

間
、
決
算
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
結
果
の
総
括
的
意
見

　

平
成
22
年
度
昭
和
村
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書
、

主
要
施
策
の
実
績
報
告
書
、
関
係
帳
簿
、
証
書
類
、
各

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書
、
関
係
帳
簿
、
証
書
類
は

法
令
に
準
じ
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
決
算
計
数
は
関
係

帳
簿
及
び
証
書
類
と
照
合
し
た
結
果
、
適
正
と
認
め
た
。

　

ま
た
、
各
基
金
の
運
用
状
況
も
書
類
の
管
理
、
計
数

と
も
関
係
帳
簿
及
び
証
書
類
と
照
合
し
適
正
に
管
理
さ

れ
て
い
た
。

　

次
に
抽
出
検
査
が
行
わ
れ
、
全
て
の
工
事
・
委
託
等

は
、
設
計
・
入
札
・
契
約
等
一
連
の
手
続
き
は
規
則
通

り
適
切
に
実

施
さ
れ
て
お

り
い
ず
れ
も

適
正
で
あ
っ

た
。

　

よ
っ
て
一

般
会
計
・
各

特
別
会
計
の

決
算
審
査
の

結
果
は
適
正

で
あ
る
と
認

め
る
。

代
表
監
査
委
員　

根
岸　

秀
樹 

氏

監
査
委
員　
　
　

藤
井　

富
夫 

氏

歳出

　平成22年度昭和村一般会計及び特別会

計決算認定について審議を行い、歳入総

額67億8,284万円、歳出総額63億1,630

万７千円を認定した。

歳出
総額

３日間にわたり行われた決算審査３日間にわたり行われた決算審査
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　９月定例会は９月７日から14日まで８日間の会期で開催された。
　初日は村長から行政報告を受け承認２件について、即日採決し、報告１件を
受ける。議案８件、認定７件については提案理由の説明のみとし、質疑、討論、
採決については最終日に行う。この間各議員熟慮した結果、いずれも原案のと
おり可決した。

南
小
学
校

南
小
学
校

用
地
内
の

用
地
内
の

国
有
農
地
買
収
費
を
計
上

国
有
農
地
買
収
費
を
計
上

承
認（
専
決
処
分
）

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３

号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
８
２

万
６
千
円
を
追
加
し
、
総
額
は

36
億
６
８
６
１
万
３
千
円
で
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
財
政
調

整
基
金
か
ら
の
繰
入
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、「
道

の
駅
あ
ぐ
り
ー
む
昭
和
」
へ
の

雨
水
対
策
工
事
費
６
２
０
万

円
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
に
よ
る
放
射
能
漏
れ
に

対
し
村
内
の
放
射
線
量
を
測
定

す
る
た
め
の
測
定
器
購
入
費
等

の
補
正
で
す
。

昭
和
村
税
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
や
高
齢
者
の
居
住

の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
等

の
一
部
改
正
に
伴
う
も
の
で
す
。

人　

事

昭
和
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
同
意

　

林
武
夫
氏（
池
原
）が
再
任
さ

れ
ま
し
た
。

条
例
の
一
部
改
正

昭
和
村
税
条
例
の
一
部
改
正

　

個
人
住
民
税
、固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
、
た
ば
こ
税
、
特

別
土
地
保
有
税
、
鉱
産
税
の
不

申
告
や
納
税
管
理
人
の
不
申
告

に
関
す
る
過
料
の
見
直
し
に
伴

い
、
過
料
を
３
万
円
か
ら
10
万

円
に
引
き
上
げ
る
改
正
と
文
言

整
理
で
す
。

昭
和
村
学
童
ク
ラ
ブ
設
置
及
び

運
営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
　

南
小
学
校
所
在
地
が
大
字
川

額
１
１
５
番
地
か
ら
１
２
３
番

地
に
更
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う

更
正
で
す
。補

正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４

号
）

南小学校校庭の南西部分2,869㎡が国有農地です南小学校校庭の南西部分2,869㎡が国有農地です
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歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
１

５
５
６
万
１
千
円
を
追
加
し
、

総
額
は
37
億
８
４
１
７
万
４
千

円
で
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
普
通

交
付
税
の
額
が
確
定
し
た
こ
と

に
よ
り
７
０
９
８
万
１
千
円
、

財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
金

で
１
２
５
６
万
５
千
円
、
臨
時

財
政
対
策
債
の
確
定
に
よ
り
２

２
８
２
万
円
等
の
増
額
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
南
小

学
校
用
地
に
あ
る
国
有
農
地
買

収
費
８
８
５
万
円
、庁
用
車（
大

型
バ
ス
）購
入
費
、
道
路
維
持
費

３
９
５
４
万
５
千
円
、
橋
梁
維

持
費
５
５
５
万
３
千
円
、
消
防

施
設
費
で
は
吹
張
地
内
の
消
火

栓
新
設
工
事
費
等
の
補
正
で
す
。

昭
和
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
１
２

万
７
千
円
を
追
加
し
、
総
額
は

10
億
６
２
７
０
万
９
千
円
で
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
一
般

被
保
険
者
第
三
者
納
付
金
57
万

４
千
円
と
雑
入
55
万
３
千
円
等

の
増
額
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
一
般

被
保
険
者
保
険
税
還
付
金
42
万

円
と
平
成
22
年
度
補
助
金
確
定

に
よ
る
償
還
金
61
万
４
千
円
等

で
す
。

昭
和
村
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
４
０

万
円
を
追
加
し
、
総
額
は
１
億

９
１
８
万
８
千
円
で
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
基
金

繰
入
金
２
４
０
万
円
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
修
繕

料
２
４
０
万
円
で
す
。

昭
和
村
農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
０
０

万
円
を
追
加
し
、
総
額
は
３
億

１
５
０
０
万
円
で
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
県
補

助
金
１
０
０
万
円
、
繰
越
金
３

０
０
万
円
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
修
繕

費
緊
急
対
応
分
と
し
て
２
３
０

万
円
、
浄
化
槽
エ
コ
補
助
金
１

０
０
万
円
等
で
す
。

昭
和
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
０
７

５
万
６
千
円
追
加
し
、
総
額
は

６
億
１
３
１
１
万
９
千
円
で
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
支
払

基
金
交
付
金
２
４
８
万
８
千
円
、

繰
越
金
で
７
３
９
万
円
３
千
円

等
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
平
成

22
年
度
分
の
事
業
費
の
確
定
に

よ
り
国
庫
及
び
社
会
保
険
診
療

支
払
基
金
に
１
０
０
万
５
千
円
、

繰
出
金
と
し
て
一
般
会
計
に
９

７
５
万
１
千
円
等
で
す
。

決　

議

昭
和
村
議
会
基
本
条
例
策
定
特

別
委
員
会
を
設
置

　

議
会
基
本
条
例
策
定
の
た
め

の
調
査
を
行
う
た
め
、
特
別
委

員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
委
員

は
５
名
で
、
委
員
長
に
加
藤
生

議
員
、
副
委
員
長
に
横
坂
先
夫

議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

８
月
８
日
、
左
記
の
議

題
を
協
議
す
る
。

①
農
産
物
残
渣
の
焼
却
に
つ
い

て
　

農
業
振
興
の
た
め
に
は
農
産

物
残
渣
の
焼
却
は
必
要
で
あ

り
、
県
に
対
し
、
今
年
６
月
に

「
群
馬
県
の
生
活
環
境
を
保
全

す
る
条
例
の
運
用
に
対
す
る
例

外
規
定
を
求
め
る
意
見
書
」
を

提
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今

後
、
村
で
は
対
象
品
目
、
焼
却

期
間
な
ど
を
検
討
し
、
県
に
計

画
書
を
提
出
し
、
協
議
を
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

９
月
７
日
、
左
記
の
議

題
を
協
議
す
る
。

①
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
に
つ
い
て

  

利
根
沼
田
県
民
局
で
行
っ
て

い
る
申
請
か
ら
受
領
ま
で
の
手

続
き
を
、
平
成
24
年
１
月
か
ら

役
場
総
務
課
住
民
係
で
行
う
こ

と
に
な
る
。
な
お
、
申
請
期
間

は
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
に
な
る

予
定
で
あ
る
。

②
野
猿
の
出
没
に
つ
い
て

  

野
猿
の
群
れ
が
沼
田
市
利
根

町
か
ら
昭
和
村
に
移
動
し
、
生

越
地
区
と
利
根
町
の
境
界
付
近

に
出
没
。
現
在
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
み
の
被
害
だ
が
、
今
後
、

ほ
か
の
農
作
物
へ
の
被
害
が
懸

念
さ
れ
る
た
め
、
９
月
１
日
に

監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
。
村
で

は
、
利
根
町
に
組
織
さ
れ
て
い

る
「
さ
る
監
視
隊
」
に
つ
い
て

調
べ
る
こ
と
に
な
る
。

全
員
協
議
会

庁用バスの買い換えが決まる庁用バスの買い換えが決まる
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総
　

９
月
12
日
に
行
わ
れ
た
総
務

民
生
常
任
委
員
会
で
は
、
村
内

現
地
調
査
及
び
新
利
南
発
電
所

の
視
察
を
行
っ
た
。

　

５
月
１
日
に
開
所
さ
れ
た
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
星
の
降
る
村
」

に
行
き
、
管
理
者
か
ら
入
所
状

況
や
取
組
み
に
つ
い
て
説
明
を

聞
き
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し

て
「
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
人
達

に
紹
介
を
し
て
い
た
だ
け
る
施

設
運
営
や
知
名
度
を
高
め
る
努

力
を
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う

話
し
が
あ
っ
た
。
今
後
も
、
素

晴
ら
し
い
環
境
を
活
か
し
た
地

域
密
着
型
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

運
営
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

次
に
、
県
知
事
と
一
緒
に
種

ま
き
を
し
た
コ
ス
モ
ス
畑
の
現

状
と
、
長
者
之
原
工
場
用
地
井

戸
の
現
地
調
査
を
し
た
。
コ
ス

モ
ス
畑
は
、
台
風
12
号
の
影
響

で
被
害
を
受
け
た
が
、
大
小
、

色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
き
、
新

し
い
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て

い
た
。

　

長
者
之
原
工
場

用
地
井
戸
に
つ
い

て
は
、
場
所
確
認

と
当
局
か
ら
現
地

説
明
を
受
け
た
。

こ
の
井
戸
は
平
成

６
年
に
鹿
島
建
設

が
ス
キ
ー
場
開
発

計
画
に
伴
い
ボ
ー

リ
ン
グ
し
た
も
の

で
、
深
さ
は
約
５

０
０
ｍ
で
、
揚
水

量
は
、
１
日
当
た

り
７
０
０
ト
ン
あ

り
、
水
質
も
一
般

飲
料
水
水
質
基
準

適
合
で
あ
り
、
維

持
管
理
を
し
て
い

総総務民生常任委員会総総
長者之原工場用地井戸について現地確認長者之原工場用地井戸について現地確認

長者之原工場用地井戸の現地調査実施

く
に
当
た
り
洗
浄
等
工
事
が
必

要
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
企
業

に「
お
い
し
い
水
」と
し
て
売
り

込
め
る
よ
う
に
、
水
量
及
び
水

質
の
確
認
を
考
え
最
善
な
方
法

が
望
ま
れ
る
。

　

次
に
、
新
利
南
発
電
所
の
視
察

を
行
っ
た
。
当
施
設
は
、
平
出

ダ
ム
か
ら
発
電
す
る
こ
と
な
く

放
流
し
た
水
と
、
平
出
ダ
ム
下

流
の
片
品
川
河
川
環
境
を
改
善

す
る
た
め
の
河
川
維
持
放
流
を

利
用
し
た
発
電
所
で
、
年
間
一

般
家
庭
約
１
１
０
０
軒
の
消
費

電
力
が
賄
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
後
、
平
成
22
年
度
各
会

計
決
算
質
疑
や
所
管
事
項
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

視
察
研
修
を
実
施

視
察
研
修
を
実
施

　

９
月
28
日
か
ら
30
日
ま
で
の

日
程
で
、
議
会
視
察
研
修
を
実

施
し
た
。

　

最
初
の
視
察
地
で
あ
る
岐

阜
県
富と
み

加か

町ち
ょ
うは
、「
日
本
最
古

の
戸
籍
ゆ
か
り
の
町
」
と
言
わ

れ
、
道
の
駅
「
半は
に
ゅ
う
り

布
里
の
郷さ
と　

と
み
か
」
と
郷
土
資
料
館
を
見

学
。
道
の
駅
は
、
平
成
22
年
４

月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
レ
ス
ト
ラ

ン
が
中
心
の
施
設
で
あ
り
、
直

売
所
の
売
り
場
面
積
の
拡
充
が

課
題
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

次
に
、
岐
阜
県
美
濃
加
茂
市

に
あ
る
八や

尋ひ
ろ

産
業
㈱
を
視
察
。

野
菜
や
果
実
類
な
ど
の
減
圧
乾

燥
機
を
見
学
し
た
。

今年７月に運転を開始した「新利南発電所」見学今年７月に運転を開始した「新利南発電所」見学

富加町役場で髙橋議長あいさつ富加町役場で髙橋議長あいさつ

村政一般、庶務、民生、保健、他の委員会に属さない事項を所管
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平成23年10月15日・第61号

文文文教産建常任委員会文文
　

９
月
13
日
に
文
教
産
建
常
任

委
員
会
が
行
わ
れ
、
付
託
さ
れ

た
請
願
に
つ
い
て
現
地
調
査
を

実
施
、そ
の
後
審
査
を
行
っ
た
。

　
「
あ
ぐ
り
ー
む
館
の
改
築
に

関
す
る
請
願
」
に
つ
い
て
は
、

オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
間
も
な
い

た
め
、
手
動
ド
ア
に
つ
い
て
は

「
と
っ
て
」や「
パ
ッ
キ
ン
」を
取

り
付
け
る
な
ど
の
対
策
は
必
要

で
あ
る
が
、
１
年
間
四
季
を
通

じ
て
十
分
活
用
し
て
い
た
だ
く

べ
き
で
あ
り
、
全
会
一
致
で
継

続
審
査
と
し
た
。

　
「
村
道
横
道
下
中
坂
線
の
道

路
改
良
工
事
に
関
す
る
請
願
」

に
つ
い
て
は
、
赤
城
西
麓
土
地

改
良
事
業
以
前
に
舗
装
工
事
が

行
わ
れ
カ
ー
ブ
の
部
分
を
は
じ

め
全
体
的
に
路
面
が
傷
ん
で
お

り
、
早
期
に
道
路
改
良
工
事
が

必
要
で
あ
り
全
会
一
致
で
採
択

し
た
。

　
「
村
道
板
戸
11
号
線
の
舗
装

整
備
に
関
す
る
請
願
」
に
つ
い

て
は
、
地
域
の
生
活
道
路
と
し

て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
現
在
未

舗
装
の
た
め
自
動
車
や
人
の
通

行
に
支
障
を
来
し
て
お
り
舗
装

工
事
が
必
要
と
の
こ
と
で
全
会

一
致
で
採
択
と
し
た
。

　
「
村
道
大
河
原
・
長
者
久
保

線
側
溝
布
設
整
備
に
つ
い
て
の

請
願
」
は
、
側
溝
が
小
さ
く
、

道
路
の
土
圧
対
策
と
し
て
設
置

し
た
Ｈ
鋼
が
排
水
を
妨
げ
て
お

り
、
大
雨
の
と
き
な
ど
、
住
宅

や
作
業
場
、
畑
に
雨
水
が
流
れ

込
む
状
況
が
続
い
て
い
る
。
ま

た
、
当
該
村
道
は
大
河
原
小
学

校
の
通
学
路
と
な
っ
て
お
り
、

早
期
に
応
急
措
置
を
含
め
対
策

が
必
要
で
あ
り
全
会
一
致
で
採

択
と
し
た
。

　

ま
た
、
群
馬
県
農
業
技
術
セ

ン
タ
ー
中
山
間
地
園
芸
セ
ン

タ
ー
を
視
察
し
た
。
り
ん
ご
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
数
種
類
の

新
種
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
22
年
度
各
会

計
決
算
に
つ
い
て
の
質
疑
や
所

管
事
務
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

村道の改良工事に関する請願など採択

村道大河原・長者久保線側溝を調査村道大河原・長者久保線側溝を調査

　

２
日
目
は
、
愛
知
県
設し
た

楽ら

町
ち
ょ
う

を
視
察
。
愛
知
県
北
東
部
に
位

置
し
、長
野
県
と
接
し
て
お
り
、

鳥
獣
害
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。
柵
、
檻
な
ど
の
資
材
購

入
費
の
補
助
や
、
猟
友
会
へ
の

有
害
鳥
獣
捕
獲
奨
励
金
、
狩
猟

免
許
の
取
得
費
用
補
助
な
ど
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

３
日
目
は
、
静
岡
県
森も
り

町ま
ち

の

「
体
験
の
里　

ア
ク
テ
ィ
森
」を

視
察
。
こ
の
施
設
は
、
第
３
セ

ク
タ
ー
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、

経
済
力
、
行
動
力
、
情
報
発
信

力
の
あ
る
20
代
か
ら
40
代
の
子

育
て
世
代
を
対
象
に
、
新
し
い

サ
ー
ビ
ス
を
積
み
上
げ
て
い
き

た
い
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。「体験の里　アクティ森」で説明を受ける「体験の里　アクティ森」で説明を受ける

中山間地園芸センターで新種のりんごなど視察中山間地園芸センターで新種のりんごなど視察

教育、産業、経済、土木、建設、簡易水道、農業集落排水等に関する事項を所管
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一般質問一般質問

国
有
地
で
あ
っ
た
旧

糸
之
瀬
苗
畑
地
区
に

お
い
て
進
め
て
き
た
農
地
造

成
工
事（
面
積
約
21
・
１
㌶
）

は
面
整
備
が
終
了
し
、
換
地

や
確
定
測
量
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
土
地
の
売
り
渡

し
時
期
と
売
り
渡
し
を
受
け

ら
れ
る
対
象
者
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

農
地
の
売
り
渡
し
に
つ
い

24
年
度
予
算
で
は
村

道
の
維
持
管
理
費
を

計
画
的
に
確
保
し
、
陳
情
が

あ
る
か
ら
や
る
の
で
は
な
く
、

計
画
を
立
て
て
予
算
を
割
い

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
次
代
を
担
っ
て
い

る
農
家
の
若
い
人
に
先
進
地

視
察
や
研
修
の
た
め
に
予
算

確
保
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

村
道
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
維
持
補
修
計
画
を
立
て
順

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
に
つ
い
て
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
措
置

法
が
成
立
し
た
。
太
陽
光
や

風
力
等
を
利
用
し
た
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
一
躍
脚
光
を
浴

び
る
こ
と
に
な
り
、
太
陽
光

発
電
に
対
し
て
補
助
金
の
新

設
を
す
る
べ
き
で
あ
る
。
そ

し
て
自
然
の
豊
か
さ
を
子
ど

次
整
備
が
必
要
な
箇
所
か
ら

取
り
組
み
、
次
年
度
か
ら
県

営
「
農
地
整
備
事
業
保
全
対

策
」
な
ど
を
活
用
し
５
カ
年

で
５
億
円
を
目
途
に
計
画
的

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
農
家
の
若
い
人
の

先
進
地
視
察
に
つ
い
て
は
検

討
し
て
行
き
ま
す
。

も
た
ち
に
引
き
継
ぐ
べ
き
で

あ
る
。

　

太
陽
光
発
電
は
有
効
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
太
陽
光
発

電
に
対
す
る
補
助
制
度
は
来

年
度
か
ら
導
入
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

農地造成地売り渡しは

村
道
維
持
管
理
費
の
増
額
を

太
陽
光
発
電
に
補
助
金
を

加藤　生 議員

答
村　

長

答
村　

長

て
は
、ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
フ
ェ

ン
ス
よ
り
赤
城
山
に
近
い
方

を
抽
選
で
、
反
対
側
は
入
札

で
行
い
、
販
売
価
格
に
つ
い

て
は
こ
れ
か
ら
設
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
販
売
時
期
に
つ
い

て
は
、
平
成
24
年
１
月
に
は

売
買
契
約
が
結
べ
る
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
農
家
一
戸
一

筆
の
原
則
を
堅
持
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問問

問

注目を集めている太陽光発電注目を集めている太陽光発電

答
村　

長
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昭
和
37
年
か
ら
平
成

21
年
ま
で
の
人
口
総

数
を
見
る
と
、
年
々
減
少
し

て
い
る
。
昭
和
39
年
か
ら
43

年
ま
で
が
９
千
人
台
、
昭
和

44
年
か
ら
平
成
13
年
ま
で
が

８
千
人
台
、
平
成
14
年
か
ら

平
成
21
年
ま
で
が
７
千
人
台

と
年
々
減
少
し
て
い
る
。
減

少
の
原
因
は
、
出
生
と
死
亡

の
関
係
な
の
か
、
そ
れ
と
も

違
う
原
因
が
あ
る
の
か
。

  

正
に
団
塊
の
世
代
が
還
暦

を
迎
え
、
少
子
高
齢
化
は
数

字
に
も
表
れ
て
い
る
。
こ
の

ま
ま
自
然
に
任
せ
て
何
も
し

な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
人
口

を
増
や
す
た
め
に
何
か
を
考

え
て
い
る
の
か
。

　

本
村
に
お
け
る
人
口
の
推

移
で
す
が
、
平
成
２
年
度
で

は
、８
１
９
８
人
で
し
た
が
、

平
成
22
年
度
の
国
政
調
査
で

は
７
６
２
１
人
と
、
５
７
７

人
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
へ
の
対
策
と
し

て
は
、
保
育
料
の
２
割
補
助

す
る
子
育
て
支
援
事
業
を
実

施
し
、
村
内
の
小
学
校
３
校

に
学
童
ク
ラ
ブ
を
設
置
す
る

昭和村の人口の推移は

横坂　先夫 議員

問答
村　

長

な
ど
、
子
育
て
の
負
担
軽
減

に
よ
り
、
少
子
化
に
歯
止
め

を
か
け
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
未
婚
者
へ
の
対
策
と
し

て
は
、
計
５
回
の
「
ふ
れ
あ

い
交
流
会
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
少
子
化
対
策
、
定

住
対
策
、
雇
用
創
出
の
施
策

を
バ
ラ
ン
ス
良
く
実
施
し
、

人
口
の
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
、
人
口
増
加
へ
向
か
う
べ

く
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

今
回
、
こ
う
し
た
質

問
を
し
た
経
緯
は
、

や
は
り
高
齢
者
が
増
え
て
い

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
若
い
人

が
苦
労
す
る
の
で
は
な
い
の

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

元
気
で
長
生
き
す
る
の

は
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
と

思
う
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
若

い
人
が
お
年
寄
り
を
面
倒
見

る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、や
は
り
年
を
老
い
て
も
、

元
気
な
人
が
自
分
た
ち
の
仲

間
を
見
る
よ
う
な
形
の
施
策

も
必
要
と
感
じ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。 問

　

人
口
を
増
や
す
、
減
少
を

止
め
て
い
く
と
い
う
こ
と

は
、
若
い
人
が
増
え
て
、
子

ど
も
さ
ん
が
生
ま
れ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ

に
は
、
働
く
場
所
が
ま
ず
重

要
だ
と
思
い
ま
す
。
企
業
や

農
家
の
皆
さ
ん
も
元
気
が
あ

る
中
で
、
雇
用
が
あ
る
と
い

答
村　

長

う
こ
と
で
す
。

　

昭
和
村
に
ど
う
住
ん
で
い

た
だ
け
る
か
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
ア
パ
ー
ト

を
検
証
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
村
有
地
に
そ
う
い
う
箇

所
が
あ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
施
策
と
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。元気いっぱいの保育園児元気いっぱいの保育園児
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一般質問一般質問

事
業
の
ス
ム
ー
ズ
な

進
行
と
完
成
に
大
き

く
左
右
す
る
業
者
の
決
定
に

は
、
基
準
等
が
あ
る
の
か
。

ま
た
、ど
う
決
定
す
る
の
か
。

　

７
月
30
日
に
オ
ー
プ
ン
し

た
道
の
駅
で
は
、
工
事
前
か

ら
の
問
題
点
、
変
更
工
事
、

雨
水
流
入
で
対
策
工
事
が

あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、設
計
・

施
工
ミ
ス
等
で
や
り
直
し
工

事
等
が
あ
っ
た
か
。

　

設
計
、施
工
等
に
つ
い
て
、

こ
れ
ら
を
評
価
し
、
そ
の
後

の
指
名
の
決
定
、
発
注
に
ど

う
生
か
し
て
い
る
の
か
。

　

指
名
競
争
入
札
に
参
加
さ

せ
る
者
を
指
名
す
る
と
き
は
、

適
当
と
認
め
ら
れ
る
者
の
中

か
ら
指
名
し
、
入
札
審
査
会

の
意
見
を
聴
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。こ
の
審
査
会
は
、

村
が
発
注
す
る
工
事
に
係
る

入
札
業
務
の
公
平
な
執
行
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
指
名
競

争
入
札
に
参
加
さ
せ
る
者
の

選
定
に
つ
い
て
は
、
資
格
者

名
簿
に
登
載
さ
れ
た
者
の
中

か
ら
指
名
業
者
を
選
定
し
て

星野　吉一 議員

指名業者の決定は

問

い
ま
す
。
予
定
価
格
が
１
３

０
万
円
以
上
の
工
事
等
の
請

負
を
さ
せ
る
と
き
は
、
指
名

競
争
入
札
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

設
計
ミ
ス
や
施
工
ミ
ス
等

に
よ
る
工
事
の
や
り
直
し
に

つ
い
て
は
、
通
常
２
年
の
瑕

疵
担
保
期
間
が
あ
り
、
施
工

ミ
ス
や
不
具
合
等
が
あ
っ
た

場
合
は
責
任
を
も
っ
て
や
り

直
し
を
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

施
工
ミ
ス
の
や
り
直
し

は
、
平
成
14
年
度
に
施
工
し

た
公
民
館
・
保
健
セ
ン
タ
ー

屋
根
塗
装
工
事
で
、
16
年
度

に
一
部
の
補
修
工
事
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
平

成
21
年
度
に
発
注
し
た
昭
和

中
学
校
校
舎
・
体
育
館
屋
根

塗
装
工
事
の
指
名
か
ら
外
し

て
い
ま
す
。

道
の
駅
に
つ
い
て

は
、
オ
ー
プ
ン
当
日

の
雨
水
流
入
等
や
、
工
事
中

に
も
レ
ベ
ル
関
係
で
も
多
く

の
問
題
を
抱
え
て
い
た
が
、

や
は
り
自
然
環
境
の
わ
か
ら

な
い
業
者
が
設
計
を
受
け
た

と
い
う
こ
と
が
一
番
の
原
因

で
は
な
い
の
か
。
地
域
の
環

答
村　

長

答
村　

長

道の駅「あぐりーむ昭和」に設置された足湯道の駅「あぐりーむ昭和」に設置された足湯

問

境
を
理
解
し
た
業
者
を
選
定

し
て
い
く
の
が
重
要
だ
と
考

え
る
が
。

　

設
計
士
に
つ
い
て
は
、
国

家
資
格
で
あ
り
ま
す
が
、
現

実
の
中
で
い
ろ
ん
な
問
題
が

起
き
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
回
の
選
定
理

由
で
す
が
、
地
域
力
向
上
委

員
会
の
中
で
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
お
願
い
し
、
そ
の
方
か
ら

紹
介
を
い
た
だ
き
、
佐
々
木

設
計
に
決
ま
り
ま
し
た
。
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昭
和
の
森
の
運
営
に

つ
い
て
は
、
指
定
管

理
で
グ
リ
ー
ン
ス
コ
ー
レ
㈱

に
任
さ
れ
た
と
聞
い
た
が
、

赤
字
の
場
合
、
こ
の
会
社
の

責
任
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い

な
い
か
。

　

平
成
22
年
度
に
使
用
料
７

０
０
万
円
の
半
分
が
村
に
納

め
ら
れ
、
そ
し
て
、
残
り
の

半
分
は
会
社
に
お
貸
し
す
る

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、現
在
、

ど
の
よ
う
に
回
収
し
て
い
る

の
か
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
赤
字

経
営
な
ら
ば
ど
う
す
る
の
か
、

そ
し
て
返
済
で
き
る
の
か
調

べ
て
あ
る
の
か
。
悪
い
芽
は

早
く
つ
み
取
り
、
昭
和
村
経

営
が
悪
く
な
ら
な
い
よ
う
お

願
い
す
る
。

　

平
成
16
年
７
月
か
ら
指
定

管
理
者
と
し
て
、
グ
リ
ー
ン

ス
コ
ー
レ
㈱
が
昭
和
の
森
ゴ

ル
フ
場
・
山
荘
の
管
理
運
営

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
の
６
月
議
会
に
お
い
て

議
決
を
い
た
だ
き
、
平
成
22

年
７
月
１
日
か
ら
25
年
６
月

30
日
ま
で
、
３
年
間
の
指
定

昭和の森の運営は

角田　茂 議員

問

管
理
者
と
し
て
指
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
が
３
回
目
の
指
定

で
す
。
そ
し
て
、
経
営
が
赤

字
の
場
合
は
、
指
定
管
理
者

制
度
に
基
づ
い
て
指
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
グ
リ
ー
ン
ス

コ
ー
レ
㈱
が
責
任
を
負
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
昭
和
の
森
の
管

理
に
関
す
る
年
度
協
定
書
」

を
締
結
し
て
お
り
、
施
設
使

用
料
と
し
て
年
間
７
０
０
万

円
を
村
に
納
め
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
22
年
度
決
算
見
込

み
に
よ
れ
ば
、
３
月
終
了
時

点
で
、
経
常
利
益
が
マ
イ
ナ

ス
７
７
２
万
９
千
円
で
、
例

年
ど
お
り
の
納
入
が
厳
し
い

と
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
昨
年
夏
場
の

天
候
不
順
や
、
３
月
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

利
用
客
の
減
少
や
ガ
ソ
リ
ン

不
足
に
よ
る
キ
ャ
ン
セ
ル
等

が
あ
っ
た
一
方
、
機
械
備
品

類
の
老
朽
化
に
よ
る
修
繕
料

の
増
加
、
燃
料
等
の
値
上
げ

な
ど
経
費
増
が
重
な
っ
た
と

の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

昭
和
の
森
は
、
本
村
に

と
っ
て
極
め
て
重
要
な
施
設

で
あ
り
、財
産
で
あ
り
ま
す
。

平成22年度昭和の森ゴルフ場の利用者数は13,309人平成22年度昭和の森ゴルフ場の利用者数は13,309人

答
村　

長

資
金
シ
ョ
ー
ト
な
ど
を
起
こ

す
こ
と
な
く
、
し
っ
か
り
と

し
た
管
理
、
運
営
を
行
っ
て

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

村
と
し
て
は
、
景
気
低
迷

の
中
に
あ
っ
て
、
大
震
災
の

影
響
を
受
け
、
や
む
を
得
な

い
も
の
と
し
て
、
納
入
額
を

半
額
に
す
る
こ
と
を
容
認
す

る
と
と
も
に
、
更
な
る
自
助

努
力
を
要
請
し
ま
し
た
。
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一般質問一般質問

今
、
沼
田
市
の
団
体

が
河
岸
段
丘
の
地
形

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
こ
う
と

す
る
動
き
が
あ
る
。
美
し
い

河
岸
段
丘
の
地
形
そ
の
も
の

が
こ
の
昭
和
村
だ
と
思
う
。

　

ユ
ネ
ス
コ
で
支
援
し
て
い

る
世
界
ジ

※

オ
パ
ー
ク
と
い
う

地
層
、
地
形
遺
産
を
考
え
る

取
り
組
み
が
世
界
中
で
広
が

り
を
見
せ
て
お
り
、
そ
の
地

域
の
地
形
、
地
層
、
岩
石
な

ど
か
ら
大
地
の
歴
史
を
知
る

こ
と
の
で
き
る
自
然
公
園
と

い
う
位
置
づ
け
で
、
地
形
、

地
質
の
災
害
に
関
し
て
社
会

と
地
域
を
共
有
す
る
た
め
に

ジ
オ
パ
ー
ク
が
役
に
た
っ
て

い
る
そ
う
で
あ
る
。

　

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
下
仁

田
地
域
が
認
定
を
受
け
た
。

こ
れ
は
、
町
と
町
民
が
一
丸

と
な
っ
て
、
地
質
遺
産
を
生

か
し
て
地
域
振
興
を
図
ろ
う

と
取
り
組
ん
だ
成
果
だ
と
思

う
。
昭
和
村
も
河
岸
段
丘
の

地
形
が
大
き
な
地
域
振
興
に

つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
る
。

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
の
認
定

を
含
め
た
前
向
き
な
検
討

と
、
河
岸
段
丘
が
作
り
上
げ

た
自
然
環
境
、
文
化
な
ど
を

兵藤　喜孝 議員

河岸段丘を
　生かした村づくりを

問

再
確
認
し
、
改
め
て
村
づ
く

り
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

　

そ
し
て
、
昭
和
村
の
こ
の

地
形
が
作
り
上
げ
た
自
然
環

境
、
生
活
環
境
、
文
化
な
ど

を
再
認
識
し
、
改
め
て
村
づ

く
り
を
考
え
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

　

沼
田
市
で
は
、
地
元
の
飲

食
店
経
営
者
ら
有
志
が
「
日

本
一
の
河
岸
段
丘
の
会
」
を

今
年
６
月
に
発
足
さ
せ
ま
し

た
。
壮
大
な
景
観
を
楽
し
め

る
場
所
を
紹
介
し
た
地
図
を

制
作
し
た
り
、
８
月
１
日
か

ら
は
市
中
心
街
の
「
な
か
ま

広
場
」
で
写
真
展
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

本
村
で
は
、
昨
年
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
作
品

６
８
７
点
と
い
う
多
く
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

村
と
し
て
も
昭
和
村
を
紹

介
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
に
よ
り
、
機
会
あ
る
ご

と
に
自
然
の
造
形
美
で
あ
る

河
岸
段
丘
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
片
品
川

を
は
じ
め
と
し
た
水
辺
空

雄大な昭和村の河岸段丘雄大な昭和村の河岸段丘

間
、
農
地
斜
面
林
の
緑
の
潤

い
、
河
岸
段
丘
に
よ
る
空
間

の
広
が
り
の
な
か
作
り
出
さ

れ
る
美
し
い
景
観
な
ど
、
河

岸
段
丘
の
地
形
を
生
か
し
た

魅
力
あ
る
村
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
等
へ
の
認

定
に
向
け
て
は
勉
強
を
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※
科
学
的
・
文
化
的
に
貴
重
な

地
質
遺
産
を
含
む
自
然
公
園
。

答
村　

長
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米
国
の
ウ
ラ
ン･

軽

水
炉
戦
略
い
い
な
り

に
、
政
官
業
ゆ
着
の
原
発
利

益
共
同
体
が
国
民
を
欺
い
て

原
発
大
国
に
し
て
き
た
経
過

を
ふ
ま
え
、
村
長
と
し
て
撤

退
を
明
確
に
し
た
対
応
を
求

め
る
。

　

日
本
の
発
展
は
、
原
発
な

く
し
て
あ
り
得
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
が
、
今
後
は
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
積
極
的
に
利

活
用
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
す
ぐ（
原
発
を
）や
め
る

の
は
む
ず
か
し
い
、
20
年
く

ら
い
か
け
て
、
そ
う
い
う
方

向（
撤
退
）に
持
っ
て
い
く
こ

と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

村
内
汚
染
マ
ッ
プ
の

作
成
と
公
表
を
求
め

る
。

　

子
ど
も
達
が
近
づ
く
場
所

の
側
溝
な
ど
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ

ト
を
き
ち
ん
と
測
定
し
、
除

染
の
実
施
を
求
め
る
。

　

村
内
13
カ
所
の
測
定
数
値

に
異
常
値
が
な
く
、
そ
れ
を

公
表
す
る
こ
と
で
マ
ッ
プ
を

作
成
し
な
く
て
も
と
判
断
。

２
０
２
５
年
ま
で
高

齢
者
人
口
は
増
え
続

け
る
一
方
、
特
養
待
機
者
な

ど
介
護
保
険
施
設
の
不
足
は

深
刻
で
あ
る
。

　

唯
一
の
村
介
護
保
険
施
設

福
祉
セ
ン
タ
ー
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
「
す
し
詰
め
状
態
を
な

ん
と
か
し
て
ほ
し
い
」
と
い

う
切
実
な
声
に
応
え
、
定
員

50
人
ま
で
利
用
で
き
る
よ
う

拡
充
を
求
め
る
。

　

65
歳
以
上
人
口
は
、
10
年

団塊世代を見越して
村デイサービス施設の拡充を

原
発
撤
退
を
明
確
に
し
た
対
応
を

放
射
能
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
除
染
を

林　幸司 議員

問 問

問答
村　

長

な
お
、
県
が
マ
ッ
プ
を
作
成

す
る
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

各
小
学
校
等
、
雨
水
が
溜

ま
り
や
す
い
場
所
等
の
測
定

を
既
に
実
施
し
、
国(

除
染)

基
準
の
１
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ

ル
ト
を
超
え
た
所
は
な
く
、

問
題
の
な
い
数
値
な
の
で
公

表
は
し
ま
せ
ん
が
、
問
題
が

起
き
た
と
き
に
は
迅
速
に
処

置
し
て
い
き
た
い
。

後
２
２
９
９
人
へ
３
２
７
人

増
加
見
込
み
で
す
。

　

施
設
入
所
の
増
等
に
よ
り

村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は

減
少
傾
向
に
あ
り
、
現
在
の

施
設
床
面
積
１
６
６
㎡
で
55

人
ま
で
可
能
で
す
が
、
ゆ
と

り
を
持
っ
て
35
人
と
し
て
お

り
、
ご
指
摘
に
類
す
る
苦
情

や
要
望
は
１
件
も
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。

今年５月に中野上に開所されたグループホーム「星の降る村」今年５月に中野上に開所されたグループホーム「星の降る村」

答
村　

長

答
村　

長
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視視視視視調調調調話話話話視　察・調　査・トピックス視　察・調　査・トピックス

村
づ
く
り
協
力
委
員
と
の

村
づ
く
り
協
力
委
員
と
の

サ
ル
ビ
ア
植
え
と
意
見
交
換
会

サ
ル
ビ
ア
植
え
と
意
見
交
換
会

玉村議会との交流会玉村議会との交流会 　

７
月
20
日
、
昭
和
村
総
合
運
動
公
園

の
南
側
入
口
（
望
郷
ラ
イ
ン
沿
い
）
の

花
壇
に
、
村
づ
く
り
協
力
委
員
と
合
同

で
サ
ル
ビ
ア
３
５
０
０
本
を
植
え
ま

し
た
。

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
始
ま
っ
た
作

業
に
は
、
25
人
が
参
加
。
手
際
よ
く
植

え
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
の
森
山
荘
に
移
動

し
、
道
の
駅
「
あ
ぐ
り
ー
む
昭
和
」
の

オ
ー
プ
ン
に
つ
い
て
等
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
、
有
意
義
な
交
流
と
な

り
ま
し
た
。

　

７
月
16
日
、
玉
村
町
で
玉
村
町
議
会

と
の
友
好
関
係
構
築
の
た
め
の
意
見
交

換
会
を
し
ま
し
た
。

　

日
光
例
幣
使
第

一
番
目
の
宿
場
で

あ
っ
た
玉
村
宿

は
、
本
陣
や
問
屋

場
が
お
か
れ
50
軒

程
の
旅
籠
屋
が
立

ち
並
び
賑
わ
い
を

み
せ
交
通
の
要
衝

と
し
て
も
栄
え
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、「
た

ま
む
ら
花
火
大
会
」
を
観
覧
。
同
花
火

は
、
群
馬
の
夏
の
始
ま
り
を
告
げ
る
風

物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

７
月
21
日
、
山
梨
県
昭
和
町
議

会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
を
訪

れ
、
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

昭
和
町
は
、
甲
府
盆
地
の
南
側

に
位
置
し
、
面
積
は
９
・
15
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
２
つ
の
工
業
団

地
を
有
し
、
自
主
財
源
で
あ
る
町

税
の
う
ち
特
に
潤
沢
な
個
人
住
民

税
が
あ
り
、
昭
和
59
年
か
ら
交
付

税
不
交
付
団
体
で
す
。

　
「
昭
和
町
議
会
だ
よ
り
」は
、
平

成
21
年
度
か
ら
２
年
連
続
で
、
町

村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で

入
選
さ
れ
ま
し
た
。

  

議
長
さ
ん
を
は
じ
め
広
報
委
員

の
皆
さ
ん
の
丁
寧
な
説
明
を
受

け
、
意
義
あ
る
視
察
研
修
と
な
り

ま
し
た
。

読まれる議会だよりを目指し山梨県昭和町を視察読まれる議会だよりを目指し山梨県昭和町を視察

迫力があった「たまむら花火大会」迫力があった「たまむら花火大会」 昭和の森山荘で行われた意見交換会昭和の森山荘で行われた意見交換会

山梨県昭和町議会広報視察研修山梨県昭和町議会広報視察研修
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議
会
基
本
条
例
に
関
す
る

議
会
基
本
条
例
に
関
す
る

視
察
研
修

視
察
研
修

農業委員等との下草刈り農業委員等との下草刈り
　

７
月
27
日
、
東
吾
妻
町
議
会
で
視
察
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
３
月
27
日
、「
平
成
の
大
合
併
」

に
よ
り
吾
妻
郡
東
村
と
吾
妻
町
が
合
併
し
東

吾
妻
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

町
民
福
祉
の
向
上
や
民
主
的
で
平
和
な
社

会
の
実
現
の
た
め
、議
会
及
び
議
員
と
し
て
、

そ
の
役
割
を
果
た
す
に
は
、
議
会
基
本
条
例

を
制
定
す
る
事
が
必
要
と
考
え
調
査
検
討
を

進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

視
察
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
参
考
に
、
昭

和
村
議
会
基
本
条
例
制
定
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

７
月
25
日
、
総
合
運
動
公
園

内
の
下
草
刈
り
を
議
会
と
農
業

委
員
会
、
さ
く
ら
工
房
で
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
下
草
刈
り
は
、
環
境
美

化
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
も
の
。
参
加
し
た
45

人
は
、
炎
天
下
の
中
、
汗
ま
み

れ
に
な
り
、
各
自
持
参
し
た
草

刈
機
で
奮
闘
。
お
よ
そ
２
時
間

か
け
、
繁
っ
た
雑
草
を
退
治
し

ま
し
た
。

　

７
月
30
日
、道
の
駅「
あ
ぐ
り
ー

む
昭
和
」
が
オ
ー
プ
ン
。
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
に
は
、「
生
越
太
鼓
」が
登

場
し
、
こ
れ
か
ら
の
輝
か
し
い
昭

和
村
発
展
の
た
め
に
と
素
晴
ら
し

い
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

今
後
、「
あ
ぐ
り
ー
む
昭
和
」が

新
し
い
村
の
玄
関
口
と
し
て
、
村

外
へ
県
外
へ
、「
こ
ん
に
ゃ
く
生

産
日
本
一
」、「
野
菜
王
国
昭
和
村
」

な
ど
情
報
発
信
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

オープンを祝して行われた餅投げオープンを祝して行われた餅投げ

草刈機で雑草駆除草刈機で雑草駆除 議会基本条例制定に向け東吾妻町で研修議会基本条例制定に向け東吾妻町で研修

　道の駅「あぐりーむ昭和」オープン　道の駅「あぐりーむ昭和」オープン
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追跡追跡
シリーズ　　
17

「
イ
ー
グ
ル
ポ
イ
ン
ト
市
と
の
姉
妹
都
市
交
流
の
締
結
」
に
つ
い
て

（
平
成
17
年
６
月
定
例
議
会
一
般
質
問
）

　

議
員
が
行
う
提
言
な
ど
は
、
村
政
に

ど
う
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。
皆
さ
ん

か
ら
の
請
願
や
陳
情
は
議
会
採
択
後
ど

の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

そ
の
後
の
経
過
を
追
跡
し
ま
す
。

問

答

　中学生海外派遣事業は、昭和村の中学生達がアメリカという国

を肌で感じ、ふれ合える、そして貴重な体験ができるすばらしい

交流であると思う。そこで、「姉妹都市交流締結」に向けて、村長

の決意は。

　国際化に対応できる青少年の育成を願い、平成10年から中学生

海外派遣事業がスタートしました。その間、両市村との間に積極

的な人的交流が図られ、お互いの生活文化を理解し、直接風土や

風習に触れることを通して、年々友好の輪が広がっています。国

際交流等の実施市町村等の内容を調査し、締結に向けて努力して

いきたいと考えています。

その後
  平成17年５月に昭和村議会議員視察団が中学生の海外派遣

事業先でもあるイーグルポイントを視察見学したことが契機

となり、本村とのさらなる友好関係を築くことを目的に両自

治体において、姉妹都市として交流していこうという確認が

されました。

　その年の６月にはイーグルポイント市から友好姉妹都市の

議会決議が成立し、本村でも12月定例議会で承認しました。

　その後は、姉妹都市としての具体的な交流はありませんで

したが、友好関係を確認してから５周年となる今年、イーグ

ルポイント市から独立100周年の招聘、その記念行事に正式

な招待を受け、議長や村長をはじめ表敬訪問し、友好関係を

深めてきました。

　さらなる友好関係と絆を深めるために、今年の10月には、

本村が合併して40周年記念事業として始まった「昭和の秋ま

つり」に招待し、ウエルカムセレモニーの席上、友好宣言を

しました。

　今後は、教育面では将来を担う中学生派遣事業とイーグル

ポイント市の中学生の受け入れの推進を図り、産業面では、

大規模経営化が進む昭和村と広大な農地を保有するオレゴン

州との積極的な情報交換、さらに優良企業の進出に伴うグ

ローバルな村づくりのためにもイーグルポイント市との関係

をより深く密接なものとして、相互の交流をより積極的に行

い発展に努めることが必要です。

あ
の
問問
題題
は
今今
…
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金子松二郎さん

みなさんからの請願・陳情みなさんからの請願・陳情
自　平成23年８月18日　至　平成23年８月26日

受理
番号

受　理
年月日 件　　　　　名 請願・陳情者 紹介議員

氏　　名
付　託
委員会

審議
結果

９ H23.8.18
村道横道下中坂線の道路改良工事に関する
請願書

松ノ木平第二区長　
　　　　　　金井　信治

藤井富夫
中里信幸

文教
産建

採択

10 H23.8.18
村道板戸11号線の舗装整備に関する請願
書

松ノ木平第二区長　
　　　　　　金井　信治

中里信幸
文教
産建

採択

11 H23.8.18
（郵送）

拡大生産者責任（EＰＲ）及びデポジット制
度法制化を求める意見書の採択について
（お願い）

福岡県筑後市長　
　中村　征一　ほか３名

配布
のみ

12 H23.8.26
村道大河原・長者久保線、側溝布設整備に
ついての請願書

大河原区長　　治田　貞賢
髙橋曻三
星野吉一

文教
産建

採択

13 H23.8.26 「あぐりーむ館」改築に関する請願書

昭和村商工会
　会長　　治田　貞賢

昭和村さくら工房
　会長　　兼田　矩美

兵藤喜孝
文教
産建

継続
審査

16日

20日

21～22日

25日

26日

27日

28日

30日

  １日

　４日

　８日

  ９日

15日

19日

21日

25日

26日

31日

５日～６日

　７日

８日～９日

10日

12日

13日

14日

15日

17日

20日

22日

25日

26日

27日

28～30日

　１日

２日

　３日

４日～５日

  ５日

  ９日

12日

13日

14日

●玉村町議会との交流会

●村づくり協力委員会とサル
　ビアの苗植え・意見交換会

●議会広報編集特別委員会先
　進地視察研修（山梨県昭和町
　ほか）

●広域圏議会定例会
　農業委員会・さくら工房と総
　合運動公園内下草狩り

●利根沼田暴力追放推進協議
　会理事会及び定期総会

●議会基本条例に関する視察
　研修（東吾妻町）

●中学生海外派遣事業壮行会

●道の駅「あぐりーむ昭和」オ
　ープニング式典

●議会運営委員会

●利根川治水同盟治水大会

●議会全員協議会

●利根沼田学校組合議会議員
　協議会・議会定例会

●群馬県戦没者追悼式

●議会運営委員会

●望郷ラインセンチュリー・ラ
　イド

●村民運動会打ち合わせ会議

●利根地方総合開発協会理事
　会・代表幹事会
　定例議長会

●議会運営委員会
　議会広報編集特別委員会

●自由民主党横浜市会議員団
　来村

●第４回昭和村議会定例会
　本会議（初日）
　議会全員協議会

●議会全員協議会

●小学校秋季大運動会

●総務民生常任委員会

●文教産建常任委員会

●本会議（最終日）

●議会広報編集特別委員会

●昭和中学校秋季大運動会

●第33回風土展並びにヨコハ
　マトリエンナーレ2011視察

●中学生海外派遣事業報告会

●村民運動会

●議会広報研修会

●香川県直島町議会広報編集
　委員会視察来村
　議会広報編集特別委員会

●行政視察研修（岐阜県富加町、
　愛知県設楽町、静岡県森町ほか）

●保育園運動会

●第14回昭和の秋まつり
　玉村町議会との交流会

●イーグルポイント親交５周年
　記念特別来賓表敬訪問に係
　るウエルカムセレモニー

●利根郡町村議会議員・事務局
　長研修会

●議会広報編集特別委員会

●消防団秋季点検

●第５回昭和村議会臨時会

●山梨県南部町議会広報編集
　委員会視察来村

●利根郡町村議会議長会定例会
　利根沼田広域圏議員協議会

９月
10月

８月

７月
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婦
人
会
活
動
を
通
し
て

　

平
成
23
年
度
昭
和
村
婦
人
会
の
会
員

数
は
、
１
３
６
名
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
と
し
て
、
サ
ル
ビ
ア
の
花
植

え
、
小
学
校
の
運
動
会
や
村
民
運
動

会
、
昭
和
の
秋
ま
つ
り
な
ど
、
村
の
行

事
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
に
は
、
各
支
部
で
育
て
た
サ
ル

ビ
ア
の
苗
を
、
総
合
運
動
公
園
の
信
号

の
縦
道
に
植
え
ま
し
た
。
そ
の
時
、
近

く
に
お
住
ま
い
の
方
が
寄
っ
て
く
だ

さ
っ
て
、「
い
つ
も
、
サ
ル
ビ
ア
の
花

で
心
和
ま
せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

花
を
見
る
た
び
に
、
優
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
す
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
声
を

か
け
て
く
だ
さ
っ
て
、
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

　

婦
人
会
の
諸
先
輩
が
築
い
て
く
れ
た

花
い
っ
ぱ
い
運
動
は
、
村
の
人
達
に
優

し
い
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
サ

ル
ビ
ア
の
花
は
、
11
月
ま
で
赤
く
咲
き

続
け
ま
す
。
花
を
見
て
温
か
い
気
持
ち

に
な
っ
て
頂
い
た
ら
、
私
達
の
活
動
も

や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

交
通
指
導
員
と
し
て

　
「
交
通
指
導
員
を
や
っ
て
ほ
し
い
」と

言
わ
れ
、
正
直
、
自
分
に
で
き
る
か
ど

う
か
不
安
で
し
た
。
幸
い
、
す
ば
ら
し

い
仲
間
に
も
恵
ま
れ
、
大
変
の
中
に
も

充
実
感
を
味
わ
い
な
が
ら
、
あ
っ
と
い

う
間
に
月
日
が
経
ち
ま
す
。

　

交
通
指
導
員
の
役
割
と
し
て
は
、
学

校
行
事
へ
の
参
加
協
力
が
多
く
、
ち
ょ

う
ど
小
・
中
学
校
に
子
ど
も
が
通
っ
て

い
る
の
で
、
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
様
子
が
見
ら
れ
て
良
か
っ
た
と
思
い

ま
し
た
。
他
に
も
、
各
地
域
の
祭
り
に

参
加
を
し
、
交
通
整
理
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
年
４
回
あ
る
交
通
安
全

週
間
で
は
朝
、
通
学
路
に
立
ち
街
頭
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
達
が
私

達
の
前
を
通
る
時
、
大
き
な
声
で
「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
言
っ
て
く

れ
、
素
直
で
礼
儀
正
し
い
子
ど
も
達
を

声声
聞きたい、知りたい

みん
なの
みん
なの

　今回は、各種団体で活躍されている方々の声をお届けし

ます。

会
長　

戸
村　

節
子
さ
ん

（
大
堀
）

隊
長　

新
木　

篤
志
さ
ん

（
樽
久
保
南
部
）

総合運動公園北口付近の村道沿いでサルビア植え総合運動公園北口付近の村道沿いでサルビア植え

通学路に立ち街頭指導通学路に立ち街頭指導

↑
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若
妻
会
に
入
会
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
、

た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
、

前
橋
市
か
ら
こ
こ
に
来
て
、
村
の
こ
と

も
、
も
ち
ろ
ん
地
域
の
こ
と
も
何
も
わ

か
ら
ず
に
い
ま
し
た
。
で
も
、
若
妻
会

に
誘
っ
て
も
ら
っ
て
、
入
会
し
て
良

か
っ
た
で
す
。
会
に
は
、
同
じ
く
ら
い

の
子
ど
も
を
持
つ
お
母
さ
ん
や
先
輩
お

母
さ
ん
が
い
て
、
多
く
の
情
報
交
換
が

出
来
た
り
、
子
育
て
の
悩
み
を
聞
い
て

も
ら
っ
た
り
し
て
、
不
安
を
安
心
に
変

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
の
若
い
お
母
さ
ん
達
に
も
是
非
、

入
会
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

見
て
い
る
と
、
い
つ
も
感
心
さ
せ
ら
れ

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
交
通
指
導
員
一
同
、

自
覚
や
誇
り
を
持
ち
、
村
民
の
安
心
安

全
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
御
理
解
・
御
協
力

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

若
妻
会
連
絡
協
議
会

　

若
妻
会
に
入
会
し
て
８
年
目
に
な
り

ま
す
。
今
で
は
、
赤
城
区
の
会
長
を
持

ち
、
連
絡
協
議
会
の
会
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

８
年
間
、
若
妻
会
に
携
わ
ら
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
が
、
私
が
入
会
し
た
時

は
会
員
数
も
多
く
、
若
妻
会
の
あ
る
地

区
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
活
気
が
あ
っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。し
か
し
、年
々

会
員
数
も
減
少
し
、
地
区
も
今
で
は
六

地
区
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
何
と
か
出
来

た
ら
と
思
っ
て
は
い
ま
す
が
…
。

会
長　

星
野　

富
士
子
さ
ん

（
長
者
久
保
）

青
少
年
育
成
推
進
員

　

私
達
、
昭
和
村
青
少
年
育
成
推
進
員

連
絡
協
議
会（
青
少
推
）は
、
各
地
区
の

代
表
21
名
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。

Ⅰ　

 

子
ど
も
達
と
か
か
わ
り
を
持
ち
、

健
や
か
な
成
長
を
見
守
ろ
う
。

Ⅱ　

 

地
域
と
連
携
し
て
、
青
少
年
の
育

成
支
援
活
動
を
広
げ
よ
う
。

　

二
つ
の
重
点
目
標
を
掲
げ
、
次
の
よ

う
な
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

さ
わ
や
か
声
か
け
運
動　

登
校
時
に
各

学
校
の
校
門
に
立
ち
、
登
校
中
の
児
童

生
徒
に「
お
は
よ
う
」と
声
を
か
け
、
あ

い
さ
つ
を
励
行
す
る
と
と
も
に
、
相
互

交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

放
課
後
村
内
パ
ト
ロ
ー
ル　

学
期
末

に
、
各
小
学
校
周
辺
か
ら
通
学
路
に

沿
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
下
校

し
て
、
通
学
時
の
様
子
や
通
学
路
の
危

険
箇
所
を
把
握
し
て
、
場
合
に
よ
っ
て

は
村
当
局
に
改
善
し
て
も
ら
う
よ
う
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
皆
様
の
御
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

会
長　

林　

節
雄
さ
ん

（
生
越
）

総合運動公園内でブルーサルビア等の苗植え総合運動公園内でブルーサルビア等の苗植え

南小学校での「さわやか声かけ運動」南小学校での「さわやか声かけ運動」

議会を傍聴しましょう
　昭和村議会では、皆さんの生活に直結し
た重要な問題などを審
議しています。
　是非、村民の皆さん
の傍聴をお待ちしてお
ります。
　次の定例会は、12
月を予定しています。

↑



　

暑
さ
が
残
る
９
月
定
例
会
が
終
わ

り
、
こ
れ
か
ら
実
り
の
秋
を
迎
え
る
時

に
、
台
風
上
陸
に
よ
り
、
全
国
各
地
に

大
き
な
つ
め
あ
と
を
残
し
、
昭
和
村
に

お
い
て
も
、
農
作
物
等
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
被
害
を
受
け
ら

れ
た
皆
様
に
は
心
よ
り
、
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
県
内
各
地
で
観
光
を
考
え

た
取
り
組
み
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
昭
和
村
で
も
群
馬
デ
ス
テ
イ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
道
の
駅
「
あ

ぐ
り
ー
む
昭
和
」
の
オ
ー
プ
ン
な
ど
に

よ
り
、
週
末
は
他
県
ナ
ン
バ
ー
の
車
も

目
立
ち
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
お

り
ま
す
。
新
し
い
時
代
の
流
れ
を
感
じ

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
昭
和
村
も
地
域
振
興
を

図
る
た
め
に
も
観
光
事
業
へ
の
取
り
組

み
が
課
題
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
安

易
な
取
り
組
み
を
す
る
と
地
域
を
壊
し

て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
周
り

に
流
さ
れ
ず
、
腰
を
据
え
て
将
来
目
指

す
方
向
を
し
っ
か
り
定
め
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。兵

藤　

喜
孝　

記  

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

星
野　

吉
一

　

副
委
員
長　

加
藤　
　

生

　

委　
　

員

　
　

横
坂　

先
夫　

角
田　
　

茂

　
　

加
藤　

美
昭　

兵
藤　

喜
孝

　
　

髙
橋
幸
一
郎　

藤
井　

富
夫

編
集
室
か
ら

編
集
室
か
ら

編
集
室
か
ら
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私
が
菊
作
り
を
始
め
た
の
は
50
才

の
頃
で
し
た
。
友
達
に
進
め
ら
れ
て

始
め
て
は
み
た
も
の
の
、
ま
だ
農
業

を
自
分
が
主
力
で
や
っ
て
い
た
の
で
、

は
た
し
て
菊
の
手
入
れ
を
す
る
時
間

が
あ
る
の
か
ど
う
か
心
配
で
し
た
。

　

で
も
、
や
る
か
ら
に
は
、
昼
休
み

や
夕
方
畑
仕
事
か
ら
帰
っ
て
手
元
が

見
え
な
く
な
る
ま
で
し
た
も
の
で
し
た
。
そ
う
し
た
努
力
の
甲
斐

あ
っ
て
か
、
１
年
目
の
秋
、
利
根
沼
田
菊
花
会
の
展
示
会
で
新
人
賞

を
頂
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
励
み
に
な
っ
て
20
年
も
の
間
、
１
年
も
休

む
こ
と
な
く
出
品
し
数
々
の
賞
を
頂
き
ま
し
た
。
ま

た
、
利
根
だ
け
で
な
く
10
年
く
ら
い
前
か
ら
全
国
大

会
や
新
潟
県
の
弥
彦
神
社
に
も
出
品
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
全
国
大
会
で
は
九
州
の
福
岡
県
ま
で
出

品
す
る
の
で
す
が
、
全
国
か
ら
７
０
０
０
点
も
の
菊

が
集
ま
り
そ
れ
は
見
事
で
す
。
５
年
前
に
は
地
元
の

太
田
市
で
開
か
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
時
が
私
に
と
っ

て
は
一
番
良
い
成
績
で
25
位
で
入
賞
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
の
も
、
仲
間
の
人
達
と

お
互
い
切
磋
琢
磨
し
作
り
続
け
る
な
ど
仲
間
と
の
絆

が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
家
族
の
協
力
の
も
と
で
菊
作
り
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 竹

之
内　

孝
永
さ
ん　
（
伏
田
）

菊
作
り
二
十
年

人

地
域
地
域
で
が
ん
ば
る

シ
リ
ー
ズ
17

簡
単
パ
ン
プ
キ
ン
タ
ル
ト

材料（18㎝タルト型）
〈タルト生地〉ビスケット（市販）…120ｇ、バター（溶
かす）…30ｇ、牛乳…大さじ２
〈パンプキン生地〉南瓜（皮をむく）…250ｇ、砂糖…
40ｇ、卵黄…１個分、A〔生クリーム…30ｇ、レモ
ン汁…小さじ２、シナモンパウダー…少々〕

作り方
① ビスケットは袋に入れて上からのし棒などで細かく
砕き、溶かしバターと牛乳を加えしっとりさせたら
タルト型に入れ、押さえながら底に敷き込んでおく。

② 南瓜は３～４㎝の角切りにし、耐熱容器に入れラッ
プをかけて電子レンジでやわらかくなるまで加熱す
る。（500ｗ ５分）

③ ②の南瓜とAをミキサーにかけ、パンプキン生地を
作る。

④ ①のタルト型に③を流し、220℃に予熱したオーブ
ンで20分程焼き、冷めたら型から抜いて出来上が
り。

栄養価 （１人分）
熱量…155kcal、たんぱく質…2ｇ、脂質…7ｇカルシ
ウム…66㎎、鉄…0.5㎎、塩分…0.2ｇ

ワンポイントアドバイス                              
・ 市販のビスケットでタルト生地を作り、中身の生地は混
ぜるだけの簡単タルトです。
・  焼けたタルト生地はサクサクしていて崩れやすいので切
るときには気をつけましょう。
・ 南瓜の食感を残したい人はミキサーを使わずに粗くつぶ
しても良いです。

（１人分）価価価価（１（（１（１人分人分人分人分分分））））

秋の健康ちょこっとレシピ　（昭和村管理栄養士 丸山智恵子）


